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第12回
脳卒中に
ついて

いき いき

このコーナーでは、市民の皆さまの健康づくりに
役立つ情報を掲載します。

いきいき健康情報

｢

脳
卒
中
警
報｣

発
令
中
！

　

鹿
児
島
県
は
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
方

が
全
国
平
均
の
１
・
５
倍
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
７
位
で
す
。
ま
た
、
薩
摩
川
内
市
は

さ
ら
に
全
国
平
均
の
１
・
８
倍
で
す
。

　

高
齢
者
が
要

介
護
や
寝
た
き

り
に
な
る
最
大

の
原
因
も｢

脳

卒
中｣

で
す
。
こ

れ
は
、
脳
の
血

管
が
つ
ま
っ
た

り
、
破
れ
た
り

し
て
、
脳
に
障
害
が
起
こ
る
病
気
で
す
。

脳
卒
中
を
発
症
す
る
ま
で
の
段
階

① 

生
活
習
慣
の
乱
れ

　

�

食
生
活
の
偏
り
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど

②
危
険
因
子
の
出
現

　

�

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、

不
整
脈
、
肥
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

③
脳
卒
中
発
症

　

脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血

脳
卒
中
予
防
10
カ
条

　

発
症
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。｢

脳
卒
中
予

防
10
カ
条｣

の
標
語
を
紹
介
し
ま
す
。

①�

手
始
め
に　

高
血
圧
か
ら　

治
し
ま

し
ょ
う

②�

糖
尿
病　

放
っ
て
お
い
た
ら　

悔
い

残
る

③�

不
整
脈　

見
つ
か
り
次
第　

す
ぐ
受

診
④�

予
防
に
は　

タ
バ
コ
を
止
め
る　

意

志
を
持
て

⑤�

ア
ル
コ
ー
ル　

控
え
め
は
薬　

過
ぎ

れ
ば
毒

⑥�

高
す
ぎ
る　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も　

見
逃
す
な

⑦�

お
食
事
の　

塩
分
・
脂
肪　

控
え
め

に
⑧
体
力
に　

合
っ
た
運
動　

続
け
よ
う

⑨
万
病
の　

引
き
金
に
な
る　

太
り
す
ぎ

⑩�
脳
卒
中　

起
き
た
ら
す
ぐ
に　

病
院

へ
番
外�

お
薬
は　

勝
手
に
や
め
ず
に　

相

談
を

（
公
益
社
団
法
人
日
本
脳
卒
中
協
会
よ
り
）

脳
卒
中
に
な
っ
た
と
き
は

　

脳
卒
中
に
よ
る
命
の
危
険
を
防
ぎ
、

後
遺
症
を
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
一
刻

も
早
く
治
療
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

　

脳
卒
中
で
は
次
の
よ
う
な
症
状
が
起

こ
り
ま
す
。
わ
ず
か
な
症
状
で
も
放
置

せ
ず
に
、
す
ぐ
に
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ

う
。

○�

片
方
の
手
足
や
顔
半
分
の
ま
ひ
・
し

び
れ
が
起
こ
る
。

○�

ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
。
言
葉
が
出
な

い
。
他
人
の
言
う
こ
と
が
理
解
で
き

な
い
。

○�

片
方
の
目
が
見
え
な
い
。
物
が
二
つ

に
見
え
る
。
視
野
の
半
分
が
欠
け
る
。

○�

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
頭
痛

が
す
る
。

○�

力
は
あ
る
の
に
立
て
な
い
。
歩
け
な

い
。
フ
ラ
フ
ラ
す
る
。

野
菜
を
１
日
３
５
０
ｇ
食
べ
ま

し
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
毎
日
プ
ラ
ス
一
皿
、
野
菜
で
健
康
生
活
〜

　

野
菜
は
脳
卒
中
以
外
の
生
活
習
慣
病

も
防
ぎ
ま
す
。

　

野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
だ
け
で
は
な
く
、

腸
内
の
掃
除
屋
で
あ
る
食
物
繊
維
が

た
っ
ぷ
り
で
す
。
ま
た
、
取
り
す
ぎ
た

食
塩
を
体
の
外
に
出
し
て
く
れ

る
カ
リ
ウ
ム
も
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
は
、
両
手
に
乗
る
ぐ
ら

い
の
量
が
３
５
０
ｇ
で
す
。
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市
比
野
地
区
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
本
市
は
市
比
野
温
泉

地
域
活
性
化
協
議
会
と
川
内
商
工
高
校
の
連

携
を
調
整
し
、
市
比
野
地
区
で
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
に
向
け
た
議
論
を
重
ね
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
度
は
、
同
協
議
会
が
代
表
と
な
っ
て
、「
公

益
財
団
法
人
日
立
環
境
財
団
」よ
り
助
成
金

を
い
た
だ
き
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
会
議

　

６
月
16
日（
月
）に
、
樋
脇
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
同
協
議
会
と
同
校
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
作
研

究
部（
以
下「
商
工
研
究
部
」）が
エ
コ
会
議
を

行
い
ま
し
た
。
湯
之
滝
公
園
で
マ1

※

イ
ク
ロ
水

力
発
電
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
の
開
催
な
ど
、
今
年
度
の
計
画
を
協

議
し
、
本
格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し

ま
し
た
。

ら
せ
ん
水
車
の
特
別
講
義

　

湯
之
滝
公
園
で
行
う
同
発
電
に
は
ら
せ
ん

水
車
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
研
究
を
し

て
い
る
名
古
屋
大
学
の
岡お

か
む
ら村
鉄て
っ
ぺ
い兵
氏
に
、
商

工
研
究
部
の
生
徒
を
対
象
に
発
電
の
仕
組
み

な
ど
に
つ
い
て
特
別
講
義
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
発
電
機
の
組
み
立
て

を
行
い
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
よ
る　
　
　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　

市
比
野
地
区
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
第
１
弾
と
し
て
、
８
月
18
日（
月
）に
、
地

域
の
夏
祭
り
に
あ
わ
せ
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
発
電
機
は
商
工
研
究
部
の
生
徒

に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

　

今
後
は
、
市
比
野
小
学
校
の
児
童
を
対

象
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
イ
ベ
ン
ト

（
ソ2

※

ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
の
製
作
、
調
理
を
通

じ
た
太
陽
熱
体
験
）や
地
域
に
あ
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
探
検
イ
ベ
ン
ト（
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
掘
踏
査
、
小
学
生
の
目
線
か
ら
の
地

域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
ア
イ
デ
ア
マ
ッ
プ

の
作
成
）を
計
画
し
て
い
ま
す
。

〈
今
月
の
用
語
集
〉

※
１　

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

　

小
規
模
な
水
力
発
電
の
こ
と
で
、
例
え
ば
、

用
水
路
・
小
河
川
・
道
路
脇
の
側
溝
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
水
流
を
利
用
し
て
行
う
発
電
で

す
。

※
２　

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー

　

太
陽
光
を
集
光
さ
せ
、
太
陽
熱
に
よ
り
調

理
を
行
う
組
み
立
て
式
の
調
理
器
で
す
。

◆ 

８
月
号
で
掲
載
し
た
市
の「
ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
実
証
事
業
」に
つ
い
て
の
訂
正

　

主
な
導
入
設
備
の
②
家
庭
用
燃
料
電
池
は

「
７
０
０
KW
」で
は
な
く「
７
０
０
W
」で
す
。

お
わ
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

次世代エネルギーを活用したまちづくり
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今
回
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
比
野
地
区
に
お
け
る
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
で
の
活
動「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

私たちの身近なと
ころでも、自然エネ
ルギーで何かでき
るかもしれないね

水枝さん

熱男さん

▲ 商工研究部の生徒も参加した会議の
様子▲ 特別講義と組み立ての様子

▲同発電機設置の様子

▲ 点灯式の
様子

▲ イルミネーションと商工研究
部員

エネルギーの
地産地消って、
どんなことを
するのかな？
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